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令和６年度　所信表明
　
「
笑
顔
が
つ
な
が
る　
み
ん
な
で
支

え
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
重
要

施
策
を
、
総
合
計
画
の
５
つ
の
基
本
方

針
に
沿
っ
て
説
明
。
（
一
部
抜
粋
し
て

紹
介
し
ま
す
。
）

「
防
災
・
減
災
対
策
」

　
各
避
難
施
設
を
活
用
し
た
防
災
訓
練
、

避
難
行
動
要
支
援
者
の
取
り
組
み
、
各

種
防
災
訓
練
の
充
実
や
自
主
防
災
活
動
、

事
前
防
災
の
取
り
組
み
の
推
進
、
防
災

物
資
や
災
害
備
蓄
品
の
充
実
。

「
ま
ち
の
防
犯
力
、
安
心
力
」

　
新
た
に
、
専
用
の
給
水
車
を
配
備
し
、

給
水
体
制
の
強
化
を
図
る
。

「
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
が

　
　
　
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
便
利
で
活
気
あ
る
暮
ら
し
が

　
　
　
　
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
地
域
公
共
交
通
」

　
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
車
両
の
小
型
化
に

合
わ
せ
、
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し

を
行
い
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
今
後
の
方
針
を
検
討
。

「
支
え
合
い
で
安
心
な
暮
ら
し
が

　
　
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
保
健
・
医
療
」

　
妊
娠
期
か
ら
出
産
、
子
育
て
期
に
至

る
ま
で
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ

た
、
き
め
細
か
い
支
援
を
実
施
し
、
妊

婦
の
方
、
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
支
援
。

「
健
診
事
業
」

　
川
越
診
療
所
の
「
X
線
C
T
装
置
」

の
更
新
。

　
「
が
ん
患
者
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
等
購

入
費
助
成
事
業
」
を
実
施
。

「
人
を
育
み
心
豊
か
な
暮
ら
し
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
生
涯
学
習
」

　
人
権
啓
発
活
動
や
男
女
共
同
参
画
推

進
事
業
、
多
文
化
共
生
社
会
推
進
事
業

に
継
続
し
て
取
り
組
む
。

「
協
働
と
信
頼
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
地
域
活
動
」

　
各
地
区
公
民
館
の
長
寿
命
化
に
向
け

た
改
修
を
計
画
的
に
進
め
、
自
主
的
な

活
動
を
支
援
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
活
動

団
体
助
成
事
業
」
及
び
「
自
主
防
災
組

織
強
化
事
業
」
に
よ
り
、
地
域
づ
く
り

活
動
、
地
域
防
災
活
動
の
推
進
。

「
広
報
・
広
聴
」

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
よ
り
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
情
報
提

供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
て
利
用
で
き
る
環
境
の

維
持
。

「
未
来
に
笑
顔
を
つ
な
げ
る
ま
ち
づ
く

り
」

　

「
ま
ち
づ
く
り
活
動
団
体
助
成
事

業
」
や
「
自
主
防
災
組
織
強
化
事
業
」

な
ど
、
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
へ
の

転
換
に
よ
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
地
域

を
つ
く
り
、
そ
の
地
域
を
守
っ
て
い

く
、
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

所
信
表
明

令
和
６
度
予
算

定

例

会

委
員
会
報
告

目
玉
事
業

一
般
質
問

モ
ニ
タ
ー
意
見

所
信
表
明

令
和
６
度
予
算

定

例

会

委
員
会
報
告

目
玉
事
業

一
般
質
問

モ
ニ
タ
ー
意
見

「
子
育
て
支
援
」

　
９
月
診
療
分
か
ら
「
子
ど
も
医
療
費

助
成
の
現
物
給
付
の
対
象
年
齢
」
を
18

歳
年
度
末
ま
で
に
拡
大
。

「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」

　
川
越
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
に

向
け
て
、
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
化
改
修
基
本
設
計
事
業
」
を
実
施
。

待
機
児
童
の
解
消
、
保
育
人
材
の
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
。

「
地
域
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
」

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
拠
点
施
設
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
で
の
運
営
を
予
定
、

分
野
に
と
ら
わ
れ
な
い
横
断
的
な
活
動

へ
取
り
組
む
。

城田政幸 町長

基
本
方
針
１

基
本
方
針
２

基
本
方
針
３

基
本
方
針
４

基
本
方
針
５

一般会計予算令和６年度

85億

85億
1,700万円

1,700万円

教育費
26億2,306万9千円
（30.8%）

民生費
25億9,321万1千円
（30.4%）

土木費　　
9億495万
5千円

（10.6%）
公債費
商工費
災害復旧費
予備費

地区公民館
長寿命化改修工事
　３億５，２２０万円
中学校建設事業　
　４億４,５１０万円

8,386万6千円（1.0%）
1,763万9千円（0.2%）

8千円（0.0%）
1,000万円（0.1%）

地方譲与税

分担金及び負担金

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

法人事業税交付金

環境性能割交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

使用料及び手数料

寄附金

繰越金

 2億5,401万6千円（3.0%）

総務費
12億9,170万
8千円

（15.2%）

町　　税
40億8,054万3千円
（47.9%） 

繰入金    
9億6,513万
9千円

（11.3%）

その他
3億7,530万1千円（4.4%）

歳　入

歳　出

諸収入
1億6,943万1千円

（2.0%）

財産収入
1億1,410万4千円

（1.4%）

町債
 7億9,730万円
（9.4%）

国庫支出金
12億6,265万円

（14.8%）

県支出金
3億9,253万2千円（4.6%）

地方消費税交付金
3億6,000万円（4.2%）

4億6,637万7千円（5.5%）

　その他　　　　  
1億1,151万3千円
（1.3%）

9,006万6千円（1.1%）

1億46万2千円（1.2%）

8,162万3千円（0.9%）

消防費　

衛生費　

諸支出金 　

農林水産業費　

議会費　

　　　　

5,272万8千円（0.6%）

 2,679万9千円（0.3%）

100万円（0.0%）

1,100万円（0.1%）

1,000万円（0.1%）

 4,500万円（0.5%）

480万円（0.1%）

9,964万7千円（1.2%）

　500万円（0.1%）

166万3千円（0.0%）

3,672万3千円（0.4%）

594万1千円（0.1%）

　7,500万円（0.9%）

（　）内構成比率

その他の内訳

その他の内訳 　町債の内訳
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議案のあらまし（全会一致）

区 分 議 　 　 案 　 　 名
あ 　 ら 　 ま 　 し

付託先議 案
番 号

議 決
結 果

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

一般会計補正予算（第８号）
７，２９２万１千円を減額し、予算総額を７４億８，２７８万６千円とする。

介護保険特別会計補正予算（第３号）
２，０４１万１千円を追加し、予算総額を８億８，０２５万４千円とする。
後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
７８５万５千円を追加し、予算総額を１億９，５９５万５千円とする。

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
事業勘定において４，５１６万４千円を追加し、予算総額を１２億３，８１５万８千円とする。
診療施設勘定において２３０万２千円を減額し、予算総額を１億４，７３５万６千円とする。

収益的支出について３７０万円を増額し、支出の総額を３億６，６２１万７千円とし、
起債の限度額を３３０万円増額し３，２６０万円とする。

一般会計予算
予算総額は８５億１，７００万円。

国民健康保険特別会計予算
事業勘定の予算総額は１２億３，２９０万円。
診療施設勘定の予算総額は１億５，４８０万円。

介護保険特別会計予算
予算総額は８億６，２３０万円。

後期高齢者医療特別会計予算
予算総額は２億１，２９０万円。

下水道事業会計予算

可 決

水道事業会計補正予算（第２号）

可 決

下水道事業会計補正予算（第３号）

可 決

可 決

教

教

教

教

総

総

総

総

総

総

予

予

予

予

予

予

可 決

収益的収入について８７６万５千円を減額し、収入の総額を１０億１，１２４万３千円とし、
収益的支出について９８４万９千円を減額し、支出の総額を９億８，５３５万６千円とする。
資本的収入について２，４２４万円を減額し、収入の総額を７億３，５４５万６千円とし、
資本的支出について２，３３２万３千円を減額し、支出の総額を１０億１，１７３万円とする。

可 決

可 決

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
関係法令の改正に伴い当該条例の制定を行うもの。

川越町監査委員条例及び川越町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正について
関係法令の改正に伴い当該条例の制定を行うもの。

関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。

川越町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用に関する条例の一部改正について

水道事業会計予算

・

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

即

即

教

教

教

教

教

教

教

区 分 議 　 　 案 　 　 名
あ 　 ら 　 ま 　 し

付託先議 案
番 号

議 決
結 果

ー

ー

ー

ー

ー

ー

定期監査の結果報告について

議員派遣の報告について

一般会計・国民健康保険特別会計・介護保険特別会計・後期高齢者医療特別会計・
公共下水道事業特別会計・水道事業会計　令和５年11月分・12月分・令和６年1月分

例月出納検査の結果報告について

「いきいきセンター非常用発電機更新工事」の変更で、契約金額を６５８万９，０００円増額する。

工事請負契約の変更

可 決
即

「亀須公民館長寿命化改修工事」の変更で、契約金額を１７９万５，２００円増額する。

工事請負契約の変更

「亀崎公民館長寿命化改修工事」の変更で、契約金額を１９３万１，６００円増額する。

工事請負契約の変更
可 決

即

可 決

可 決

即

同 意
即

即

関係法令の改正に伴い、関係する地方公共団体と協議することについて議決を求めるもの。

三重地方税管理回収機構規約の変更に関する協議について

木村光宏（川越町亀尾新田）【任期は４年】

副町長の選任

規約の規定により選挙するもの

三重県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について

川越町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。

川越町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について
関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。

川越町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について
関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。

川越町国民健康保険税条例の一部改正について
国民健康保険税の算定方式を変更していくため、条例の改正を行うもの。

川越町介護保険条例の一部改正について
関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。

川越町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について

可 決

可 決

可 決

可 決

川越町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。

川越町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定める条例の一部改正について
関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。

可 決

可 決

可 決

即
可 決

川越町漁港管理条例の一部改正について
関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。

川越町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について
関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。

公の施設の指定管理者の指定について
「川越町ボランティア活動拠点施設ささえあい」の指定管理者の指定について議決をもとめるもの

川越町道の路線の認定について
町道として新たに認定を行うもの。

関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。

川越町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について

関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。

総

総

総

総

施
政
方
針

令
和
４
度
予
算

定

例

会

決

議

案

提

言

書

委
員
会
報
告

一
般
質
問

　令和６年第１回定例会は、３月５日から1８日までの1４日間の会期で行われた。初日は、10
人の議員が町長、教育長に対して一般質問を行い、続いて町長より議案32件の提案があり、審
議後、６件を原案可決した。議案26件は、各委員会に付託され、審査することとなった。また
初日に選挙を１件行い、当選した。
　最終日には、各委員会に付託された案件及び追加提案された議案１件を全て原案可決、同意し
た。

第１回　３月定例会

※付託先欄　総  …総務建設常任委員会　教  …教育民生常任委員会　予  …予算特別委員会　即  …本会議即決

令
和
６
年
度　

予
算

令
和
５
年
度　

補
正
予
算

議案
第６号

議案
第７号

議案
第８号

議案
第９号

議案
第10号

議案
第５号

議案
第15号

議案
第16号

議案
第14号

議案
第13号

議案
第12号

議案
第11号

条
例
改
正
等

議案
第18号

議案
第19号

議案
第17号

そ
の
他

報　

告

選
挙

条　

例　

改　

正　

等

議案
第２号

議案
第３号

議案
第４号

議案
第33号

議案
第34号

報告
第１号

選挙
第１号

報告
第２号
報告
第３号

議案
第22号

議案
第23号

議案
第20号

議案
第21号

議案
第26号

議案
第27号

議案
第24号

議案
第25号

議案
第29号

議案
第30号

議案
第31号

議案
第32号

議案
第28号

所
信
表
明

令
和
６
度
予
算

定

例

会

委
員
会
報
告

目
玉
事
業

一
般
質
問

モ
ニ
タ
ー
意
見

所
信
表
明

令
和
６
度
予
算

定

例

会

委
員
会
報
告

目
玉
事
業

一
般
質
問

モ
ニ
タ
ー
意
見
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◎　
令
和
６
年
度
川
越
町
一
般
会
計

予
算

Q　
正
規
職
員
数
、
会
計
年
度
で

フ
ル
タ
イ
ム
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、

そ
れ
ぞ
れ
職
員
数
が
、
類
似
団
体

と
比
べ
て
ど
う
か
。

A　
類
似
団
体
の
中
で
は
ま
た
２

番
目
か
ら
３
番
目
に
少
な
い
ぐ
ら

い
の
職
員
数
に
な
っ
て
い
る
。
計

画
的
に
職
員
数
の
増
と
い
う
形
で
、

今
採
用
計
画
も
作
っ
て
い
る
。　

Q　
来
年
度
は
新
卒
で
採
用
さ
れ

る
方
は
何
人
か
。

A　
事
務
職
が
３
人
、
保
育
士
が

１
人
。

Q　
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
が
令
和

７
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
と
聞
い

た
。
令
和
６
年
度
予
算
で
４
，
０

０
０
万
円
近
く
取
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
令
和
６
年
度
に
準
備
を
し

て
、
令
和
７
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

と
い
う
認
識
か
。

A　
令
和
７
年
度
中
に
運
用
を
始

め
よ
う
と
す
る
と
、
令
和
６
年
度

中
に
導
入
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
今
回
、
予
算
を
提
案
し

て
い
る
。

Q　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
２
４
０
万
円
は
ど
こ

ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
範
囲
か
。
詳
細

は
。

A　
導
入
す
る
シ
ス
テ
ム
の
保
守

が
必
要
と
な
る
。
そ
の
他
、
サ
ー

バ
ー
の
保
守
、
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
が

含
ま
れ
る
。

Q　
三
重
テ
レ
ビ
の
費
用
対
効
果

と
い
う
の
は
ど
う
考
え
る
か
。

A　
三
重
テ
レ
ビ
の
放
送
番
組
事

業
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
行
っ
て

い
る
。
番
組
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
案
内
し
て
い
る
。
中
学
校
の
吹

奏
楽
部
が
放
送
さ
れ
た
放
送
に
は

保
護
者
の
方
の
ア
ク
セ
ス
が
増
え

た
と
認
識
し
て
い
る
。

Q　
多
文
化
共
生
は
来
年
度
以
降

ど
う
い
う
形
で
展
開
す
る
予
定
か
。

A　
引
き
続
き
や
さ
し
い
日
本
語

を
使
っ
た
日
本
語
教
室
を
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q　
多
種
多
様
の
外
国
人
が
い
る

と
思
う
が
、
ど
う
募
集
し
て
い
る

の
か
。

A　
保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
を
通
じ
て
、
保
護
者
の
方

に
案
内
し
た
り
、
工
業
団
地
に
案

内
を
し
て
い
る
。
あ
と
は
、
三
重

県
の
国
際
交
流
財
団
か
ら
案
内
し

て
い
る
。

Q　
防
犯
カ
メ
ラ
は
全
部
で
何
台

設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A　
全
部
で
99
台
。

Q　
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
な
ど
を
利
用

し
て
、
ど
こ
に
設
置
さ
れ
て
い
る

か
、
明
示
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で

は
な
い
か
。

A　
今
の
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

Q　
防
犯
カ
メ
ラ
は
公
園
の
中
に
も

設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

A　
公
園
、
地
区
公
民
館
、
あ
と
川

越
町
内
を
出
入
り
す
る
付
近
の
大

き
な
道
路
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
。

Q　
地
籍
調
査
は
ど
の
ぐ
ら
い
ま
で

進
ん
で
い
る
か
。

A　
埋
立
地
も
含
め
る
と
30
％
程
。

住
居
だ
け
の
場
合
は
40
％
程
。

Q　
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
新
し
い
ル
ー

ト
は
い
つ
決
ま
る
の
か
。
ま
た
、

そ
の
内
容
は
。

A　
令
和
６
年
の
10
月
稼
働
予
定
の

バ
ス
の
小
型
化
に
よ
る
運
行
に
つ

い
て
は
、
見
直
し
を
予
定
し
て
い

る
が
、
確
定
は
で
き
な
い
。

Q　
小
型
の
バ
ス
は
リ
ー
ス
に
し
な

い
の
か
。

A　
町
が
今
ま
で
の
バ
ス
と
同
じ
よ

う
に
自
町
で
購
入
し
た
も
の
を
提

供
し
て
、
運
行
管
理
を
行
う
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

Q　
車
椅
子
用
の
昇
降
機
が
あ
っ
た

が
、
小
型
バ
ス
に
は
つ
く
の
か
。

A　
新
し
い
小
型
化
し
た
も
の
は
、

昇
降
機
は
つ
い
て
い
な
い
。

Q　
病
児
保
育
の
施
設
整
備
補
助
事

業
は
ど
こ
が
対
象
か
。

A　
川
越
富
洲
原
駅
近
く
の
川
越
伊

藤
医
院
。

Q　
幼
稚
園
と
認
定
こ
ど
も
園
の
違

い
と
、
認
定
保
育
園
の
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

A　
幼
稚
園
は
３
歳
児
以
上
で
、
認

定
こ
ど
も
園
は
、
ゼ
ロ
歳
児
か
ら

５
歳
児
ま
で
を
預
か
る
こ
と
が
で

き
て
、
待
機
が
発
生
い
る
よ
う
な

状
況
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で

き
る
。

Q　
待
機
児
童
は
何
人
か
い
ま
し
た

が
解
消
さ
れ
る
の
か
。

A　
こ
ど
も
園
化
す
れ
ば
解
消
す
る

見
込
み
。

Q　
遊
具
の
保
守
点
検
は
、
ど
れ
ぐ

ら
い
の
ス
パ
ン
で
点
検
を
し
て
、

改
修
し
て
い
く
の
か
。

A　
遊
具
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
年

１
回
保
守
点
検
を
し
て
お
り
、
そ

の
点
検
結
果
を
見
て
、
塗
装
等
も

計
画
的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。

Q　
外
国
人
日
本
語
指
導
講
師
に
４

８
０
万
円
で
す
が
、
何
人
程
が
対

象
に
な
っ
て
い
る
か
。

A　
令
和
６
年
度
の
、
児
童
生
徒
数

は
23
人
と
な
っ
て
お
り
、
内
訳
は
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
11
人
、
ス
ペ
イ

ン
語
が
６
人
、
タ
ガ
ロ
グ
語
が
２

人
、
中
国
語
が
２
人
、
べ
ト
ナ
ム

予
算
特
別
委
員
会 

Ｑ
＆
Ａ

施
政
方
針

令
和
４
度
予
算

定

例

会

決

議

案

提

言

書

委
員
会
報
告

一
般
質
問

　
語
が
２
人
が
対
象
。

Q　
保
護
者
も
一
緒
に
日
本
語
の
教

室
で
受
け
ら
れ
な
い
か
。

A　
理
想
で
あ
る
が
、
先
生
の
数
も

限
ら
れ
る
の
で
、
基
本
的
に
は
子

ど
も
の
た
め
の
教
育
と
捉
え
て
い

る
。

Q　
検
定
試
験
の
補
助
の
実
績
は
。

A　
英
語
検
定
が
19
件
、
漢
字
検
定

が
27
件
、
数
学
検
定
が
３
件
と
な

っ
て
い
る
。

Q　
不
登
校
児
に
対
応
す
る
指
導
員

の
配
置
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
運

用
方
法
を
想
定
し
て
い
る
か
。

A　
中
学
校
の
部
屋
一
室
を
用
意
し
、

担
当
を
１
人
つ
け
る
。
現
段
階
で

は
、
火
曜
日
と
木
曜
日
に
教
室
を

開
く
予
定
。

Q　
Ｃ
Ｔ
の
装
置
を
新
た
に
更
新
さ

れ
る
が
、
使
う
た
め
の
技
師
の
雇

用
は
考
え
て
い
る
か
。

A　
機
器
の
交
換
は
す
る
が
、
技
師

の
交
代
と
か
増
員
は
な
い
。

Q　
診
療
所
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
Ｐ
ａ
ｙ

Ｐ
ａ
ｙ
と
か
楽
天
ペ
イ
な
ど
は
使

え
る
か
。

A　
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
は
も
ち
ろ
ん
交

通
系
カ
ー
ド
や
あ
ら
ゆ
る
カ
ー
ド

が
利
用
で
き
る
。

Q　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
が
目
標

の
25
％
に
行
か
な
か
っ
た
。
そ

の
理
由
は
。

A　
当
町
は
企
業
寄
付
金
よ
り
個

人
寄
附
を
基
本
的
に
や
っ
て
い

る
。
昨
年
９
月
に
経
済
産
業
省

か
ら
、
太
陽
光
で
発
電
し
て
い

る
部
分
を
フ
リ
ー
電
気
と
し
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
し
て
い
る

と
、
発
電
量
を
基
本
ベ
ー
ス
と

し
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
寄

附
金
が
あ
ま
り
増
額
し
て
、
そ

の
発
電
以
上
の
電
気
が
必
要
と

な
る
と
、
太
陽
光
で
発
電
し
て

い
る
電
気
以
外
を
使
う
こ
と
に

な
る
た
め
、
高
額
寄
附
に
つ
い

て
は
控
え
る
よ
う
指
摘
が
あ
っ

た
。

Q　
こ
の
ふ
る
さ
と
応
援
で
ど
の

な
よ
う
な
宣
伝
と
い
う
か
、
増

額
を
図
る
よ
う
な
手
法
は
、
考

え
た
の
か
。

A　
町
長
筆
頭
に
川
越
町
全
体
で

進
め
る
と
い
う
形
で
、
各
県
や

■
教
育
民
生
常
任
委
員
会

■
総
務
建
設
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会 

Ｑ
＆
Ａ

企
業
に
も
回
っ
て
、
従
業
員
に

創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
、
宣
伝

を
進
め
て
い
る
。

Q　
当
町
の
酒
造
会
社
が
、
奈
良

漬
け
を
新
し
く
作
っ
た
。
早
速

ふ
る
さ
と
納
税
に
取
り
入
れ
て

い
け
ば
、
宣
伝
効
果
も
あ
っ
て

い
い
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

A　
ど
ん
ど
ん
数
を
増
や
し
た
い

と
い
う
の
が
あ
る
の
で
、
産
業

分
野
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

Q　
社
会
福
祉
費
の
、
日
中
一
時

事
業
で
、
減
額
に
な
っ
て
い
る

が
ど
の
よ
う
な
理
由
か
。

A　
転
出
等
に
よ
る
利
用
者
の
実

績
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

が
主
な
も
の
。

Q　
児
童
福
祉
費
の
保
育
所
費
で
、

報
酬
が
減
額
に
な
っ
て
い
る
が
、

予
定
し
て
い
た
よ
り
も
人
員
が

不
足
し
て
い
る
の
か
。

A　
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
の
ほ
う
が

６
名
雇
用
で
き
な
か
っ
た
も
の

と
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
は
勤
務
実

績
に
よ
る
減
額
。

Q　
待
機
児
童
は
何
名
い
る
の
か
。

A　
３
月
現
在
の
待
機
児
童
数
は
、

０
歳
児
で
17
名
、
１
歳
児
で
７

名
、
計
24
名
。　

Q　
民
生
費
補
助
金
の
、
子
育
て

世
帯
の
生
活
支
援
特
別
給
付
金

で
、
１
人
当
た
り
低
所
得
の
人

は
５
万
円
ず
つ
給
付
と
い
う
話

だ
っ
た
が
、
子
ど
も
が
何
人
か

見
え
る
家
庭
は
、
こ
の
給
付
金

を
頂
く
と
低
所
得
と
し
て
の
フ

ォ
ロ
ー
は
し
て
も
ら
え
な
い
の

か
、
こ
れ
は
ま
た
別
で
、
低
所

得
は
低
所
得
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て

も
ら
え
る
の
か
。

A　
子
育
て
世
帯
の
そ
の
他
世
帯

分
と
し
て
、
前
年
度
で
非
課
税

世
帯
の
対
象
の
子
ど
も
が
対
象

に
な
っ
て
お
り
、
今
現
在
や
っ

て
い
る
低
所
得
者
の
給
付
金
と

は
別
の
も
の
。

Q　
教
育
費
の
中
学
校
の
給
食
に

関
し
て
、
デ
リ
バ
リ
ー
の
数
が

減
っ
て
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

喫
食
率
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

A　
本
年
度
２
月
末
現
在
で
、
喫

食
率
13
・
46
％
。

Q　
給
食
の
方
が
い
い
と
い
う
子

が
多
い
の
か
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

A　
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
部
分

も
あ
る
が
、
家
庭
と
し
て
、
お

弁
当
を
大
事
に
し
て
い
る
家
庭

も
あ
る
か
と
は
思
わ
れ
る
。　

Q　
光
熱
費
が
か
な
り
の
減
額
に

な
っ
て
い
る
が
、
合
計
す
る
と

幾
ら
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
。

A　
一
般
会
計
全
体
で
、
大
体
４

０
５
０
万
円
程
度
減
額
に
な
る
。

燃
料
調
整
費
が
、
当
初
、

10
・
57
円
で
あ
っ
た
が
、
現

在
は
マ
イ
ナ
ス
２
・
28
円
。
国

の
方
の
物
価
高
騰
の
支
援
に
よ

る
関
係
で
、
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当

た
り
こ
の
単
価
に
よ
っ
て
差
額

が
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Q　
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
の
、
介
護
保
険

特
別
会
計
地
域
包
括
支
援
で
、

予
防
の
た
め
の
ふ
れ
あ
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
思
わ
れ
る
が
、
人

数
が
減
っ
て
る
と
い
う
の
は
ど

う
い
う
わ
け
か
。

A　
実
績
見
込
み
で
当
初
見
込
み

よ
り
、
１
日
当
た
り
２
か
ら
３

名
ほ
ど
の
減
と
な
る
見
込
み
と

な
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
利
用
者
の
要
介
護
状
態
へ

の
移
行
、
あ
る
い
は
参
加
意
向

の
低
下
に
よ
る
減
少
と
思
わ
れ

る
。　

Q　
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
の
国
民
健
康

保
険
税
の
算
定
方
式
を
４
方
式

か
ら
資
産
割
を
廃
止
し
、
県
内

で
統
一
を
目
指
す
３
方
式
に
向

け
た
税
率
改
正
を
３
か
年
に
分

け
て
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
最

終
９
年
度
か
ら
な
く
な
る
の
か
。

A　
３
か
年
連
続
で
い
け
ば
、
６

年
度
に
３
分
の
１
減
り
、
３
分

の
２
残
り
、
７
年
度
に
３
分
の

２
減
り
、
３
分
の
１
に
な
り
、

翌
年
の
８
年
度
と
い
う
こ
と
に

な
る
予
定
で
進
め
て
い
る
。　

所
信
表
明

令
和
６
度
予
算

定

例

会

委
員
会
報
告

目
玉
事
業

一
般
質
問

モ
ニ
タ
ー
意
見

所
信
表
明

令
和
６
度
予
算

定

例

会

委
員
会
報
告

目
玉
事
業

一
般
質
問

モ
ニ
タ
ー
意
見
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役場に設置されている、
さすまた

一般質問

　
　
　
　
町
長
の
危
機
管

　
　
　
理
に
対
し
て
の
所

見
は
。

　
　

　
　
　
町
長

　
　
　
　
危
機
管
理
の
事

案
と
な
る
も
の
に
は
、
町

民
の
生
命
、
身
体
、
ま
た

は
財
産
に
、
直
接
重
大
な

被
害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
緊
急
の
事
案
や
町
が
全

庁
的
に
、
ま
た
は
横
断
的

に
対
応
に
取
組
む
べ
き
こ

と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
た
、
町
民
や
職
員

の
安
心
安
全
を
守
る
た

め
、
不
測
の
事
態
に
備

え
、
総
合
的
な
危
機
管
理

体
制
の
充
実
・
強
化
を
図

り
、
体
制
を
強
化
す
る
こ

と
は
不
測
の
事
態
に
た
い

し
て
被
害
を
最
小
限
に
く

い
止
め
る
た
め
に
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
ど
の
よ
う
な
危

　
　
　
機
事
象
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
町
長
　

　
　
　
　
地
震
や
台
風
な

ど
天
災
に
よ
る
リ
ス
ク
、

学
校
内
や
幼
稚
園
、
保
育

園
、
役
場
庁
舎
内
な
ど
に

お
け
る
事
件
事
故
等
を
想

定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
危
機
管
理
マ
ニ

　
　
　
ュ
ア
ル
は
何
種
類

あ
る
か
。

　
　
　
町
長
　

　
　
　
　
25
種
類
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
あ
る
。

　
　
　
　
庁
舎
内
で
の
事

　
　
　
件
・
事
故
・
暴
力

な
ど
に
対
す
る
危
機
管
理

体
制
は
。

　
　
　
町
長
　

　
　
　
　
警
備
保
安
業
務

を
委
託
し
て
い
る
。
「
川

越
町
職
員
災
害
時
等
初
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
い

た
行
動
を
と
る
。

　
「
ク
レ
ー
マ
ー
や
不
当

要
求
に
対
す
る
研
修
」
に

当町における危機管理体制は
川越町職員災害時等初動マニュアルなどで
定めている（町長）

普通のヘルメット折りたためるヘルメットを
備え付けている例もある

お
い
て
、
窓
口
カ
ウ
ン
タ

ー
に
お
け
る
暴
力
等
の
対

応
に
つ
い
て
受
講
し
て
い

る
。

　
　
　
　
新
し
い
マ
ニ
ュ

　
　
　
ア
ル
の
作
成
は
考

え
て
い
る
か
。

　
　
　
安
全
環
境
課
長
　

　
　
　　
現
在
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
考
え
ら
れ
る
も
の

は
網
羅
し
て
い
る
が
、
新

し
い
事
案
が
発
生
し
た
場

合
、
必
要
に
応
じ
て
作
成

し
て
い
く
。

　
　
　
　
庁
舎
内
の
防
犯

　
　
　
カ
メ
ラ
の
設
置
状

況
は
。

　
　
　
総
務
課
長
　

　
　
　　

１
階
に
５
カ

所
、
２
階
、
３
階
、
４
階

に
そ
れ
ぞ
れ
１
カ
所
設
置

し
て
い
る
。

　
　
　
　
さ
す
ま
た
の
設

　
　
　
置
状
況
は
。

　
　
　
総
務
課
長
　

　　
　
　
１
階
管
理
人
室

に
１
本
設
置
し
て
い
る
。

　
　
　
　
消
火
器
の
設
置

　
　
　
状
況
は
。

　
　
　
総
務
課
長
　

　
　
　
　
庁
舎
内
に
50
本

設
置
し
て
い
る
。

　
　
　
　
各
職
員
は
ヘ
ル

　
　
　
メ
ッ
ト
を
常
備
し

て
い
る
か
。

　
　
　
総
務
課
長
　

　
　
　
　
正
規
職
員
全
員

に
支
給
し
て
お
り
、
各
自

保
管
し
て
い
る
。

　
　
　
　
庁
舎
内
で
の
避

　
　
　
難
訓
練
を
し
て
い

る
か
。

　
　
　
総
務
課
長

　
　
　　
数
年
実
施
し
て

い
な
い
の
で
、
実
施
に
向

け
検
討
し
て
い
く
。

▼動画はこちら
施
政
方
針

令
和
４
度
予
算

定

例

会

決

議

案

提

言

書

委
員
会
報
告

一
般
質
問

問問

問問

再再

再再再

再

答

答 答答

答答

答 答 答

答

安藤邦晃 議員

所
信
表
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＜議会・議員スケジュール＞

月（〇印　開催）
議　　　　　　　　　　　　　　　会
全　　　員　　　協　　　議　　　会
議 　 会 　 運 　 営 　 委 　 員 　 会
総　務　建　設　常　任　委　員　会
教　育　民　生　常　任　委　員　会
議　会　広　報　特　別　委　員　会
議　　　員　　　協　　　議　　　会
朝明広域衛生組合議会（片山、柳川）
朝　明　衛　生　組　合　監査（柳川）

国民健康保険運営協議会委員（寺本由、松岡）
監　　　査　　　委　　　員　（安藤）
ク リ ー ン セ ン タ ー 監 査（早川）
女 性 議 員 拡 大 委 員 会
子 ど も 議 会 委 員 会
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※任意の活動も含みます

●給水車購入費　
　　　　　　　  当初予算額　23,430千円

令和６年度　目玉事業

　大規模災害が毎年のように発生している現在、
災害対策は重要な課題となっており給水車の配
備により、災害等で断水が発生した際の各避難
所等への給水活動など、応急給水体制の強化を
行う。

●学校施設等熱中症対策備品購入　
　　　　　　　　　当初予算額　2,148千円
　体育館における体育の授業や、集会時などの熱
中症対策を主眼に、川越北小学校及び川越南小学
校の体育館に、スポットクーラーとサーキュレー
ターをそれぞれ4台ずつ購入します。小学校体育
館は災害時の避難所にもなっており、そうした場
合にも活用いただけます。機種選定には環境負荷
の少ない機種を念頭に行います。
　快適な教育環境等の提供と共に、感染症の拡大
防止にも気をつけながら有効活用が図られること
を期待しています。

●多文化共生社会日本語交流推進事業　　　
　　　　　　　　 当初予算額　1,600千円
　町内で、外国人住民と日本人住民が日本語で
交読し、お互いを認め、学び合い助け合える日
本語学習環境づくりを目指し、町民同士が日本
で交流する場としての日本語教室を設ける。

●ふれあいバス小型化による運行事業
　　　　　　　　当初予算額　26,218千円
　ふれあいバスの効率的かつ利便性の高い運行
のため、小型バス車両2台を購入し、10月より運
行する。

●体験型避難所運営訓練　
　　　　　　　　 当初予算額　1,775千円
　昨年７月に実施した体験型避難所設営訓練を
ベースに、参加者のアンケートや、訓練に協力
いただいた三重大学などからの避難所の運営に
係る改善点の助言を取り入れ、発災時において
円滑な避難者の受入れや運営ができるよう、自
衛隊、消防署、三重県、防災ボランティア、民
間事業所と連携し、参加者の自助・共助の意識
を向上いただくよう、今年度下期に体験型の訓
練を実施します。
　消防団や自主防災組織をはじめ、親子での参
加などより多くの町民の皆様に参加をいただき
地域防災力の強化に繋がる取り組みとなること
を期待しています。　

●校内適応指導教室生徒指導員配置事業　
　　　　　　　　当初予算額　1,320千円
　近年、不登校及び不登校傾向にある生徒が増
加しており、現状の学校での対応だけでは困難
となっています。生活習慣や生活リズムを改善
し、人とのコミュニケーションをとりながら登
校につないでいけるようにするため、小人数で
の学習や相談ができる環境として、川越中学校
内に不登校生徒やその傾向にある生徒が集う教
室を設置し、週２～3日、１名の不登校児童生徒
指導員を配置して子どもたちの支援を行う事業。
　登校できない子に対し、学習面だけでなく社
会性を培う機会や、新しいことに挑戦したりす
る機会となり、学校が全ての子どもの学び舎と
なるよう、取り組みに期待します。

●中学校整備事業
　　　　　当初予算額　1,080,738千円

　　　老朽化した中学校校舎の改築工事です。
・仮校舎での授業開始：令和6年9月
・新校舎での授業開始：令和8年9月
・旧校舎解体：令和6年8月～令和7年1月
・新校舎建設：令和7年1月～令和8年9月
・仮校舎撤去：令和8年9月～12月

　　　内訳　国庫補助金：　　　158,997千円
　　　　　　町　　　債：　　　445,100千円
　　　　　　基　　　金：　　　465,209千円
　　　　　　一 般 財 源：　　　  11,432千円
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一般質問 一般質問

災害発生後の対応
（水、電気、食料）は

　
　
　
　

各
地
区
公
民
館

　
　
　

へ
、
雨
水
を
貯
め

る
タ
ン
ク
を
設
置
し
て
、

飲
料
水
以
外
に
利
用
で
き

な
い
か
。
又
、
簡
易
井
戸

を
作
っ
て
災
害
時
に
利
用

で
き
な
い
か
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

生
命
線
と
言
わ

れ
る
水
の
確
保
は
大
変
重

要
。
し
か
し
、
亀
崎
公
民

館
を
除
く
各
公
民
館
は
津

波
発
生
時
に
は
避
難
所
に

な
っ
て
い
な
い
。
雨
水
タ

ン
ク
に
つ
い
て
は
、
藻
類

等
発
生
の
懸
念
、
定
期
的

な
維
持
管
理
が
必
要
に
な

る
こ
と
か
ら
、
設
置
は
不

要
と
考
え
る
。
ま
た
、
液

状
化
危
険
度
が
極
め
て
高

い
と
言
わ
れ
て
い
る
当
町

に
お
い
て
、
相
当
な
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
が
容

易
に
想
定
さ
れ
る
た
め
、

新
た
に
簡
易
井
戸
を
掘
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　

各
地
区
公
民
館

　
　
　

に
は
無
理
と
し
て

も
総
合
体
育
館
等
、
避
難

水、電気、食料それぞれの課題別に合った
対応を検討していく（町長）

所
に
対
し
て
雨
水
タ
ン
ク

等
の
設
置
の
検
討
は
、
い

か
が
か
。

　
　
　

安
全
環
境
課
長　

　
　
　
　

有
効
な
手
段
と

考
え
ら
れ
る
が
、
藻
類
等
、

定
期
的
な
維
持
管
理
が
必

要
に
な
る
た
め
、
ま
ず
は
、

そ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

　
　
　
　

停
電
（
電
気
）

　
　
　

問
題
に
つ
い
て
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
等
で
、

補
助
を
受
け
る
制
度
が
あ

る
が
、
条
件
と
し
て
災
害

等
が
起
き
た
場
合
、
近
隣

住
民
へ
の
共
助
、
区
長
か

ら
の
協
力
要
請
へ
の
応
答

と
あ
る
。
現
在
登
録
さ
れ

て
い
る
家
庭
、
事
業
所
は

何
軒
あ
る
の
か
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

大
規
模
停
電
が

発
生
し
た
際
に
、
近
隣
住

民
同
士
が
無
償
で
お
互
い

に
支
え
あ
う
「
川
越
町
支

え
あ
い
ま
ち
づ
く
り
」
の

　
　
　
　

国
民
健
康
保
険

　
　
　

川
越
診
療
所
は
、

地
域
住
民
の
方
々
に
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

共
に
、
疾
病
の
予
防
と
早

期
発
見
を
目
指
し
、
健
康

診
断
等
に
よ
り
地
域
住
民

の
健
康
促
進
に
努
め
て
き

た
と
あ
る
。

　

こ
こ
の
と
こ
ろ
国
民
健

康
保
険
の
加
入
者
が
減
少

し
社
会
保
険
等
加
入
保
険

の
移
動
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ

る
受
診
抑
制
な
ど
の
影
響

が
あ
る
と
思
う
が
、
平
成

30
年
の
外
来
患
者
数
か
ら

比
較
す
る
と
、
約
1
3
0
0

人
程
外
来
患
者
数
が
減
少

し
て
い
る
状
況
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

現
状
の
ま
ま
継
続
し
て
い

く
の
か
、
な
に
か
改
善
策

を
考
え
て
い
る
の
か
を
問

う
。

　

現
在
の
一
日
の
外
来
患

者
数
は
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

令
和
５
年
４
月

か
ら
12
月
の
一
日
の
患
者

数
は
、
30
〜
70
人
の
幅
が

あ
る
。

　
　
　
　

予
約
の
日
が
週

　
　
　

に
３
日
あ
る
が
、

予
約
外
で
も
診
て
も
ら
え

る
の
か
。

　
　
　

健
康
推
進
課
長

　
　
　
　
予
約
診
療
を
し

て
い
る
日
は
、
糖
尿
病
専

門
外
来
と
な
っ
て
お
り
、

木
曜
日
午
後
と
金
曜
・
土

曜
午
前
中
に
実
施
し
て
い

る
。
発
熱

患
者
な
ど

の
場
合
は
、

予
約
の
状

況
に
応
じ

て
対
応
し

て
い
る
。

　
　
　
　

土
曜
診
療
を
や

　
　
　

っ
て
い
る
分
、
月

曜
が
休
診
と
な
っ
て
い
る

が
、
月
曜
日
も
診
察
で
き

な
い
か
。

　
　
　

健
康
推
進
課
長

　
　
　
　
職
員
と
し
て
の

休
暇
日
数
確
保
が
困
難
と

な
る
な
ど
、
現
在
の
体
制

で
の
実
施
は
難
し
い
。

川越診療所の現状と今後は
町民ニーズに対応できる診療所であるよう
努める（町長）

　
　
　
　

医
療
機
器
が
多

　
　
　

く
あ
る
が
、
診
療

所
の
規
模
と
し
て
必
要
な

機
器
か
。

　
　
　

町
長

　
　
　
　

医
師
が
複
数
勤

務
し
て
い
る
た
め
、
単
科

の
医
療
機
関
に
比
べ
る
と

種
類
が
多
く
な
っ
て
い

る
。

　
　
　
　

そ
の
分
メ
ン
テ

　
　
　

ナ
ン
ス
や
更
新
が

必
要
に
な
る
が
仕
方
な
い

の
か
。

　
　
　

健
康
推
進
課
長

　
　
　
　

診
療
に
必
要
な

機
器
で
あ
り
、
適
切
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
必
要
な
時

期
に
更
新
も
し
て
い
く
。

　
　
　
　

旧
所
長
住
宅
は

　
　
　

現
状
の
ま
ま
か
、

何
か
活
用
を
考
え
て
い
る

か
。

　
　
　

町
長

　
　
　
　
平
成
９
年
度
に

建
設
し
、
当
時
の
所
長
が

５
年
間
入
居
し
た
後
、
20

年
程
医
師
住
宅
と
し
て
利

用
は
な
い
、
今
後
も
所
長

が
交
代
し
た
際
に
は
、
住

宅
の
利
用
を
紹
介
し
て
い

く
予
定
。

　
　
　
　

診
療
所
の
今
後

　
　
　

は
。

　
　
　

町
長

　
　
　
　
50
年
以
上
に
渡

り
、
身
近
で
親
し
み
や
す

い
医
療
機
関
と
し
て
診
察

を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
近
年
、
近
隣
の
四

日
市
市
・
桑
名
市
を
は
じ

め
町
内
に
も
各
種
医
療
機

関
が
開
院
さ
れ
た
た
め
、

医
療
機
関
の
選
択
肢
が
大

幅
に
拡
充
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
患
者
数
は

減
少
傾
向
で
は
あ
る
が
、

災
害
時
に
は
、
救
護
所
と

し
て
の
役
割
を
担
う
な

ど
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
診
療
所
で
あ
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　

身
近
な
地
域
医

　
　
　

療
機
関
と
し
て
役

割
を
担
う
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
高
齢
者
や
体
調

不
良
で
出
か
け
に
く
い
方

を
対
象
と
し
て
、
往
診
を

行
う
事
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　

健
康
推
進
課
長

　
　
　
　
人
材
の
確
保
の

み
な
ら
ず
、
急
変
時
に
も

即
時
に
対
応
出
来
る
体
制

や
携
帯
で
き
る
医
療
機
器

の
整
備
が
必
要
だ
が
、
現

在
の
診
療
所
で
は
困
難
。

　
　
　
　

今
後
も
一
般
会

　
　
　

計
か
ら
の
繰
入
れ

金
で
医
療
機
関
の
更
新
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
費
用

を
賄
っ
て
い
く
の
か
。
令

和
４
年
２
，
８
０
０
万
、

５
年
３
，
８
０
０
万
、
６

年
度
４
，
７
０
０
万
。

　
　
　

健
康
推
進
課
長

　
　
　
　
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
れ
金
を
す
る
こ
と

な
く
診
療
勘
定
の
中
で
行

う
事
が
理
想
で
あ
る
の

で
、
収
入
の
増
大
を
図
る

工
夫
を
検
討
し
な
が
ら
運

営
し
た
い
と
思
う
。

▼動画はこちら▼動画はこちら

登
録
者
数
は
、
現
時
点
で

４
０
９
軒
。

　
　
　
　

登
録
時
に
マ
ニ

　
　
　

ュ
ア
ル
の
よ
う
な

も
の
を
協
力
者
に
対
し
て

渡
し
て
い
る
の
か
。
登
録

表
示
板
も
玄
関
先
に
貼
っ

て
あ
る
の
か
知
れ
な
い
が

確
認
が
で
き
な
い
の
で
は
。

　
　
　

安
全
環
境
課
長

　
　
　
　

登
録
時
に
お
願

い
の
文
書
は
渡
し
て
い
る

が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
い
。

表
示
板
に
つ
い
て
は
、
基

本
、
隣
近
所
で
の
助
け
合

い
の
制
度
で
あ
り
、
隣
近

所
の
方
が
把
握
す
る
の
に

は
、
こ
の
方
法
等
で
問
題

な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　

登
録
時
の
お
願

　
　
　

い
の
文
書
が
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
代
わ
り
と
考

え
て
よ
い
か
。

　
　
　

安
全
環
境
課
長

　
　
　
　
協
力
し
て
も
ら

う
内
容
な
ど
明
記
し
て
あ

り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
代
わ

り
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

各
公
民
館
の
防

　
　
　

災
倉
庫
の
、
発
電

機
等
水
没
し
て
し
ま
う
と

使
用
で
き
な
い
器
材
に
つ

い
て
、
公
民
館
の
2
階
に
、

増
や
す
考
え
は
。
ま
た
、

液
状
化
等
に
よ
り
道
路
が

ほ
と
ん
ど
利
用
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
、
非
常
食
が

距
離
の
あ
る
役
場
や
水
防

倉
庫
等
だ
け
の
貯
蓄
で
、

発
災
時
（
避
難
時
）
、
対

応
は
十
分
か
。

　
　
　

町
長

　
　
　
　

大
き
な
地
震
発

生
時
に
は
津
波
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
各
公
民
館
は

津
波
発
生
時
に
は
避
難
所

に
な
っ
て
お
ら
ず
、
器
材

を
増
や
す
考
え
は
な
い
が
、

今
年
度
か
ら
停
電
対
策
と

し
て
持
ち
運
び
が
容
易
な

蓄
電
池
の
配
備
を
進
め
て

い
る
。
非
常
食
に
つ
い
て

も
、
津
波
や
、
液
状
化
も

発
生
し
な
い
よ
う
な
状
況

で
あ
れ
ば
、
各
物
資
拠
点

か
ら
配
布
す
る
こ
と
は
可

能
と
考
え
て
お
り
、
新
た

に
備
蓄
を
増
や
す
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
が
、
総
合

体
育
館
な
ど
、
津
波
の
影

響
が
な
い
場
所
に
つ
い
て

は
、
備
蓄
食
料
な
ど
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

　
　
　
　

各
公
民
館
の
防

　
　
　

災
倉
庫
の
管
理
状

況
と
、
今
後
見
直
し
の
検

討
は
。

　
　
　

安
全
環
境
課
長　

　
　
　
　
管
理
に
つ
い
て

は
各
地
区
に
お
願
い
し
て

い
る
が
、
資
機
材
の
見
直

し
等
も
必
要
と
考
え
て
お

り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問

問

再

再再

再

問

問

問

問

問

再再

再

再

再

答答

答答答

答

答答

答 答

答 答

答答

答

答

山下裕矢 議員

支えあいまちづくりの表示板
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一般質問 一般質問

「電子図書館」導入の考えは

　
　
　
　

四
日
市
市
は
、

　
　
　

昨
年
10
月
か
ら

「
よ
っ
か
い
ち
電
子
図
書

館
」
を
開
設
し
た
。
コ
ン

テ
ン
ツ
数
は
2
3
，0
0
0

コ
ン
テ
ン
ツ
を
超
え
て
い

て
、
東
海
地
区
で
Ｎｏ．
1
と

な
っ
て
い
る
。

　

電
子
図
書
館
を
導
入
す

る
こ
と
で
読
書
に
お
け
る

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を
提
供

で
き
る
が
、
残
念
な
こ
と

に
、
当
町
民
は
四
日
市
市

に
通
学
や
通
勤
を
し
て
い

な
い
と
利
用
が
で
き
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

　

四
日
市
市
に
利
用
範
囲

を
拡
げ
て
も
ら
う
働
き
か

け
を
す
る
か
、
独
自
で
当

町
の
電
子
図
書
館
を
考
え

る
か
ど
ち
ら
か
の
考
え
は

で
き
な
い
か
。

　
　
　

教
育
長　

　
　
　
　

四
日
市
市
に
利

用
範
囲
を
拡
げ
て
も
ら
う

こ
と
に
関
し
て
は
考
え
て

い
な
い
。
独
自
の
電
子
図

書
館
設
置
に
関
し
て
は
周

周辺自治体などの導入状況を注視していく
（教育長）

マイナンバーカードの
普及率向上に向けた施策は
令和7年度改修予定の標準化システムに
対応した導入を検討していく（町長）

辺
自
治
体
な
ど
の
導
入
状

況
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
　
　

運
用
方
法
や
費

　
　
　

用
面
な
ど
で
利
点

が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
理

由
は
。

　
　
　

生
涯
学
習
課
長　

　
　
　
　

よ
っ
か
い
ち
電

子
図
書
館
の
供
用
開
始
前

に
、
菰
野
町
、
朝
日
町
、

当
町
に
共
同
運
用
の
打
診

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
運

用
面
で
は
、
選
書
に
つ
い

て
四
日
市
市
以
外
の
3
町

の
意
向
が
反
映
で
き
な
い

た
め
。
ま
た
、
費
用
面
は
、

人
口
に
よ
る
利
用
者
数
の

少
な
い
町
に
不
利
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
そ
れ

を
断
念
し
た
。

　
　
　
　

「
よ
っ
か
い
ち

　
　
　

電
子
図
書
館
」
に

途
中
か
ら
共
同
で
導
入
に

加
わ
る
と
い
う
こ
と
が
困

難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
私
が
確
認
し
て
い
る

　
　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　
　

カ
ー
ド
の
普
及
促

進
施
策
と
し
て
、
書
か
な

い
窓
口
の
導
入
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
町
長
　

　
　
　
　
国
が
令
和
７
年

度
末
を
目
標
と
し
た
、
全

国
自
治
体
が
使
用
す
る
シ

ス
テ
ム
の
標
準
化
を
進
め

て
お
り
、
新
た
な
シ
ス
テ

ム
導
入
は
、
こ
の
標
準
化

に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
と

考
え
て
お
り
、
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

標
準
化
に
対
応

　
　
　

し
た
シ
ス
テ
ム
の

提
案
が
そ
ろ
そ
ろ
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　
企
画
情
報
課
長　

　
　
　
　

国
の
標
準
化
シ

ス
テ
ム
は
、
ま
だ
仕
様
詳

細
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の

で
、
今
の
段
階
で
は
未
確

定
の
状
況
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　
　
　

当
町
は
地
盤
が

　
　
　

低
く
浸
水
被
害
を

受
け
る
と
最
大
約
5
9
0
0

人
の
町
民
を
避
難
所
に
収

容
で
き
な
い
。
ま
た
、
短

期
で
の
排
水
も
難
し
く
避

難
の
長
期
化
も
予
想
さ
れ

る
。

　

朝
日
町
の
高
台
は
当
町

の
配
水
場
が
あ
り
、
水
の

確
保
が
容
易
で
、
物
資
輸

送
面
に
も
優
れ
て
い
る
。

朝
日
町
と
の
共
同
整
備
・

運
用
も
視
野
に
入
れ
、
断

層
や
高
圧
線
の
無
い
丘
陵

地
を
取
得
し
、
避
難
施

設
・
防
災
拠
点
施
設
と
し

て
整
備
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
町
長　

　
　
　
　
今
後
も
引
き
続

き
、
避
難
所
不
足
解
消
、

防
災
拠
点
の
充
実
な
ど
に

つ
い
て
、
避
難
施
設
の
利

用
な
ど
様
々
な
手
法
を
検

討
し
進
め
て
い
き
た
い
。

　　
　
　
　

南
海
ト
ラ
フ
地

　
　
　

震
で
当
町
は
地
盤

の
液
状
化
や
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
や
イ
ン
フ
ラ
の
寸
断

な
ど
深
刻
な
被
害
の
発
生

が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
広

域
避
難
は
困
難
と
思
わ
れ

る
が
住
民
を
ど
の
よ
う
に

守
る
の
か
。

　
　
　
町
長　

　
　
　
　

命
を
守
る
方
法

は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
広
域
避
難
を
始
め
こ

れ
ま
で
の
訓
練
を
精
査
し

な
が
ら
前
へ
進
め
て
い
き

た
い
。

身近な高台に避難施設・防災
拠点施設を
様々な手法を検討し進めていきたい（町長）

マイナンバーカードのイメージ

よっかいち電子図書館

共助、公助に重きを
置いた防災訓練を
様々なテーマを用いた訓練
などを検討している（町長）

避難施設をわかりやすく
分かりやすい避難誘導表示は
必要であり検討したい（町長）

　
　
　
　

当
町
は
転
入
者

　
　
　

が
多
く
、
避
難
施

設
が
ど
こ
か
知
ら
な
い
方

も
多
い
。
避
難
施
設
の
中

に
は
表
示
の
無
い
所
も
あ

る
。
「
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
に

よ
り
表
示
方
法
が
全
国
統

一
さ
れ
た
標
識
」
や
、
避

難
施
設
付
近
の
道
路
の
主

要
箇
所
に
「
誘
導
路
面
シ

ー
ト
」
を
設
置
し
、
町
内

全
避
難
施
設
を
分
か
り
や

す
く
示
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　

減
災
の
取
り
組

　
　
　

み
と
し
て
、
共
助

（
住
民
相
互
の
助
け
合
い

に
よ
る
避
難
や
避
難
所
運

営
な
ど
）
や
、
公
助
（
遠

方
避
難
者
の
状
況
把
握
や

支
援
が
必
要
な
方
へ
の
対

応
な
ど
）
に
重
き
を
置
い

た
訓
練
を
定
期
的
に
行
な

っ
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
町
長　

　
　
　
　
地
区
に
出
向
い

て
の
訓
練
や
、
避
難
者
の

安
否
確
認
、
要
支
援
者
避

難
訓
練
、
能
登
半
島
地
震

へ
の
支
援
で
確
認
出
来
た

も
の
等
を
含
め
た
訓
練
等

を
検
討
し
て
い
る
。

▼動画はこちら▼動画はこちら

範
囲
で
は
、
四
日
市
市
は

途
中
か
ら
入
っ
て
も
ら
い

た
い
と
聞
い
て
い
る
。
も

う
一
度
確
認
は
で
き
な
い

か
。

　
　
　

生
涯
学
習
課
長

　
　
　
　
四
日
市
市
は
、

今
後
電
子
図
書
館
を
四
日

市
市
の
既
存
の
シ
ス
テ
ム

と
の
連
携
を
予
定
し
て
お

り
、
連
携
後
は
当
町
の
独

自
運
用
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
る
と
確
認
し
て
い

る
。

　
　
　
町
長　

　
　
　
　
標
識
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
避
難
ビ
ル
の

所
有
者
の
方
に
再
度
看
板

等
の
設
置
協
力
を
お
願
い

す
る
と
共
に
、
路
面
上
へ

の
避
難
誘
導
表
示
も
検
討

し
た
い
。

ゼロメートル地帯に広がる川越町（南部を臨む）
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一般質問 一般質問

町長選挙で投票率の低かった
原因は

　
　
　
　

昨
年
実
施
さ
れ

　
　
　

た
町
議
会
議
員
選

挙
の
投
票
率
は
49
・
67
％

だ
っ
た
。
今
年
行
わ
れ
た

町
長
選
挙
の
投
票
率
は
15

年
振
り
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
34
・
97
％
と
低
か

っ
た
。
こ
の
原
因
を
ど
う

分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

町
長
　

　
　
　
　
有
権
者
数
が
大

き
く
伸
び
て
い
る
地
区
に

お
い
て
投
票
率
が
低
か
っ

た
結
果
だ
。
有
権
者
個
々

の
考
え
に
よ
り
投
票
に
行

く
こ
と
か
ら
、
私
の
主
観

的
な
考
え
は
控
え
る
。

　
　
　
　

政
治
、
選
挙
に

　
　
　

つ
い
て
は
小
・
中

学
校
で
行
っ
て
い
る
主
権

者
教
育
の
一
環
で
あ
る
と

思
う
が
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

学
校
教
育
課
長　

　
　
　
　
小
学
校
６
年
生

の
社
会
科
で
国
民
主
権
や

有権者数が大きく伸びている地区で投票率が
低かった（町長）

現在の避難対策を
見直す考えは
新たに見えてきた課題や対策など
を検討して見直していきたい（町長）

選
挙
制
度
に
つ
い
て
学
び
、

中
学
校
３
年
生
の
社
会
科

の
公
民
分
野
で
選
挙
の
意

義
と
仕
組
み
、
政
治
参
加

と
世
論
に
つ
い
て
の
学
習

の
中
で
国
家
、
社
会
の
形

成
に
主
体
的
に
参
加
し
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ん
で
い
る
。

　
　
　
　

電
磁
的
記
録
式

　
　
　

投
票
制
度
が
法
的

整
備
さ
れ
、
地
方
自
治
体

の
議
会
の
議
員
や
首
長
の

選
挙
は
電
子
投
票
で
き
る
。

こ
れ
に
は
期
日
前
投
票
も

認
め
ら
れ
て
い
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ

て
Q
R
コ
ー
ド
な
ど
の
オ

ン
ラ
イ
ン
投
票
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

　
　
　

総
務
課
長
　

　
　
　
　

電
子
投
票
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
人
員
削
減
、

時
間
短
縮
、
無
効
票
の
削

減
、
投
票
の
利
便
性
が
あ

る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
、

　
　
　
　

能
登
半
島
地
震

　
　
　

を
分
析
し
て
避
難

対
策
を
見
直
す
か
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　
地
盤
隆
起
と
液

状
化
、
木
造
住
宅
な
ど
の

全
半
壊
、
火
事
へ
の
消
火

活
動
、
水
道
、
電
気
等
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶
、

避
難
所
の
確
保
、
災
害
関

連
死
、
ト
イ
レ
対
策
、
職

員
の
体
制
な
ど
多
く
の
課

題
が
出
て
き
た
。
す
ぐ
に

は
解
決
で
き
な
い
が
、
速

や
か
に
対
策
を
し
て
、
新

た
に
見
え
て
き
た
課
題
を

一
つ
一
つ
見
直
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

避
難
場
所
の
看

　
　
　

板
を
英
語
、
中
国

語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
表

記
で
き
な
い
か
。

　
　
　

安
全
環
境
課
長　

　
　
　
　
町
内
に
は
い
ろ

ん
な
国
の
方
が
見
え
る
の

で
、
取
り
換
え
時
に
は
多

言
語
表
記
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　

シ
ェ
ル
タ
ー
の

　
　
　

実
績
は
少
な
い
の

で
、
自
家
発
電
と
か
簡
易

ト
イ
レ
、
段
ボ
ー
ル
ハ
ウ

ス
を
個
人
で
設
置
し
た
い

と
い
う
場
合
に
、
上
限
を

決
め
て
助
成
金
を
出
せ
な

い
か
。

　
　
　

安
全
環
境
課
長　

　
　
　
　
シ
ェ
ル
タ
ー
の

実
績
は
、
平
成
30
年
に
1

件
あ
っ
た
。
自
家
発
電
や

簡
易
ト
イ
レ
な
ど
に
つ
い

て
は
、
公
助
と
い
う
こ
と

で
避
難
所
で
整
備
し
て
い

る
。
自
宅
が
避
難
所
に
な

る
こ
と
を
考
え
て
、
議
員

の
意
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

「
２
０
２
５
年

　
　
　

問
題
」
と
は
、
第

一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
(1
9

4
7
年
〜
1
9
4
9
年
)に

生
ま
れ
た
団
塊
の
世
代
と

呼
ば
れ
る
、
全
国
で
約

8
0
0
万
人
の
方
々
が
75

歳
の
後
期
高
齢
者
に
な
る

こ
と
に
よ
り
、
社
会
保
険

費
の
負
担
増
大
・
医
療
、

介
護
体
制
維
持
の
困
難

化
・
労
働
力
の
不
足
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
影
響

を
及
ぼ
す
状
況
を
い
う
が
、

当
町
に
お
い
て
も
社
会
構

造
の
変
化
に
よ
り
、
医
療

や
介
護
・
福
祉
な
ど
の
基

盤
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

介
護
の
さ
ま
ざ
ま
な
現

場
で
は
介
護
従
事
者
不
足

に
は
な
っ
て
い
な
い
か
、

ま
た
、
不
足
に
陥
ら
な
い

よ
う
に
何
ら
か
の
対
策
を

講
じ
て
い
る
か
。

　
　
　
町
長　

　
　
　
　

町
が
指
定
権
者

で
あ
る
地
域
密
着
型
の
事

業
所
は
3
カ
所
あ
る
が
、

現
時
点
で
は
人
材
不
足
の

状
況
で
は
な
い
。

　
介
護
従
事
者
不
足
に
な

ら
な
い
為
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
国
が
介
護
職
員
の

人
材
確
保
・
処
遇
改
善
の

た
め
の
令
和
６
年
度
介
護

報
酬
の
引
き
上
げ
を
決
定

し
て
お
り
、
当
町
に
お
い

て
も
介
護
給
付
へ
対
応
す

べ
く
予
算
措
置
を
実
施
し

て
い
く
。
県
内
で
は
介
護

福
祉
士
等
を
目
指
す
学
生

の
就
学
資
金
や
他
分
野
で

就
労
し
て
い
た
方
の
介
護

分
野
へ
参
入
促
進
の
為
の

就
学
援
助
金
の
貸
付
制
度

を
実
施
。
ま
た
、
町
で
は

福
祉
・
介
護
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
や
、
介
護
職
の
魅

力
発
信
等
を
図
る
為
の
事

業
と
し
て
、
小
・
中
学
校

の
学
習
の
場
で
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

に
よ
る
出
前
講
座
等
の
実

施
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

令
和
６
年
度
介

　
　
　

護
報
酬
の
引
き
上

げ
を
具
体
的
に
。

「2025年問題」介護の状況は
支援が必要な方の把握を行いながら介護や
医療のサービスに繋げる取り組みを行って
いる（町長）

近くにある活断層

　
　
　

福
祉
課
長　

　
　
　
　
基
本
報
酬
の
改

定
率
は
１
・
59
%
の
引
上

げ
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

家
族
で
介
護
さ

　
　
　

れ
て
い
る
方
の
多

く
が
、
何
ら
か
の
介
護
疲

れ
や
介
護
ス
ト
レ
ス
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
対
策
を
講
じ
て
い

る
か
。

　
　
　
町
長　

　
　
　
　

介
護
者
へ
の
支

援
策
と
し
て
気
軽
に
集
い

な
が
ら
意
見
交
換
や
相
談

で
き
る
「
サ
ロ
ン
」
や

「
カ
フ
ェ
」
を
開
設
し
た

り
「
地
域
包
括
ケ
ア
研
修

会
」
な
ど
開
催
支
援
を
行

い
な
が
ら
「
レ
ス
パ
イ
ト

ケ
ア
（
介
護
者
に
対
す
る

ケ
ア
）
」
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

老
老
介
護
・
認

　
　
　

認
介
護
が
増
加
し

て
い
る
問
題
点
と
対
策
は
。

　
　
　
町
長　

　
　
　
　
高
齢
者
の
増
加

と
核
家
族
化
、
介
護
者
の

高
齢
化
や
認
知
症
高
齢
者

の
増
加
等
に
よ
り
、
今
後
、

老
老
介
護
や
認
認
介
護
が

増
加
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に

よ
り
、
介
護
が
行
き
届
か

な
い
ば
か
り
で
な
く
、
社

会
か
ら
孤
立
し
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る
。

　
対
策
と
し
て
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
24

時
間
3
6
5
日
の
電
話
相

談
や
要
介
護
・
認
知
症
へ

の
予
防
の
た
め
の
各
種
教

室
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
属

す
る
世
帯
の
全
戸
訪
問
を

実
施
し
支
援
が
必
要
な
高

齢
者
等
の
把
握
を
行
い
、

介
護
や
医
療
の
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

電
話
相
談
は
年

　
　
　

間
で
何
件
あ
り
、

何
人
の
職
員
で
対
応
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
相
談

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

福
祉
課
長　

　
　
　
　

令
和
５
年
度
で

は
１
，
８
０
０
件
以
上
に

な
る
。
７
名
の
職
員
で
運

営
し
て
い
る
。
相
談
内
容

は
個
々
の
抱
え
て
い
る
状

況
に
よ
り
様
々
だ
が
、
必

要
と
あ
れ
ば
、
相
談
者
個

人
と
面
談
し
早
期
診
断
、

早
期
対
応
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
　

高
齢
者
の
独
居

　
　
　

老
人
の
世
帯
は
ど

れ
だ
け
あ
る
の
か
。

　
　
　

福
祉
課
長

　
　
　
　
令
和
５
年
４
月

現
在
で
65
歳
以
上
の
高
齢

者
独
居
世
帯
は
４
９
７
世

帯
、
同
じ
く
独
居
を
含
む

高
齢
者
の
み
の
世
帯
は
９

２
７
世
帯
、
ま
た
、
75
歳

以
上
の
高
齢
者
独
居
世
帯

は
２
３
４
世
帯
、
同
じ
く

独
居
を
含
む
高
齢
者
の
み

の
世
帯
は
３
８
６
世
帯
で

あ
っ
た
。

▼動画はこちら▼動画はこちら

電
子
機
器
の
コ
ス
ト
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
等
の
問
題
が

あ
る
。
選
挙
に
お
け
る
シ

ス
テ
ム
の
安
全
性
、
信
頼

性
は
重
要
だ
。
国
の
動
向

を
見
極
め
な
が
ら
検
討
を

進
め
て
い
く
。
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中学校制服のリユースは
寄付していただき、必要な子どもへのシェアに
ついて検討していきたい（教育長）

川越町PRプロジェクトの
アクセス状況は
HPをリニューアルし、利便性が高い町ホーム
ページとして情報を発信していく（町長）

▼動画はこちら▼動画はこちら

一般質問 一般質問

ひとり親家庭への支援は
     　

　

ひ
と
り
親
家
庭

　
　
　

も
安
心
に
子
育
て

で
き
る
環
境
が
課
題
だ
が
、

ひ
と
り
親
家
庭
数
と
子
ど

も
の
人
数
は
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

20
歳
未
満
者
を

扶
養
し
、
一
人
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
制
度
等
の
対

象
と
な
る
世
帯
数
１
９
７

世
帯
・
子
ど
も
数
３
０
８

人
（
母
子
家
庭
１
８
２
世

帯
・
２
８
７
人
、
父
子
家

庭
15
世
帯
・
21
人
）
と
な

る
。

　
　
　
　

自
立
支
援
策
へ

　
　
　

の
取
り
組
み
や
免

除
さ
れ
る
こ
と
は
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

「
子
育
て
・
生

活
体
制
」
で
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
区
別
な
く
、
経

済
的
理
由
で
就
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
、
学
校

給
食
費
や
学
用
品
費
等
の

援
助
や
奨
学
金
の
貸
与
を

丁寧な情報発信やメール等での相談を検討中
（子ども家庭課長）

歯周病検診の拡大は
受診率を高めるため周知啓発
に努める（健康推進課長）

実
施
。

「
就
労
支
援
の
推
進
」
及

び
「
養
育
費
確
保
支
援
」

で
は
、
町
独
自
の
支
援
策

は
な
い
が
、
未
就
労
状
況

の
確
認
や
相
談
を
受
け
た

場
合
は
各
機
関
に
つ
な
が

る
よ
う
支
援
。

　
「
経
済
的
支
援
」
で
は
、

保
育
料
の
軽
減
。
20
歳
ま

で
の
子
を
扶
養
し
て
い
る

一
人
親
と
そ
の
子
ど
も
の

通
院
・
入
院
費
を
助
成
す

る
一
人
親
医
療
費
助
成
制

度
（
所
得
制
限
な
し
）
や

入
院
時
の
食
事
療
養
費
も

助
成
。
生
活
困
窮
者
に
は
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
相

談
や
資
金
の
貸
し
付
け
な

ど
の
支
援
を
実
施
。
一
人

親
家
庭
児
童
高
等
学
校
等

通
学
費
援
護
金
支
給
制
度

も
あ
る
。
町
独
自
に
助

成
・
補
助
項
目
を
拡
大
し

充
実
し
た
も
の
に
し
て
い

る
。

　
　
　
　

平
日
利
用
で
き

　
　
　

な
い
方
の
相
談
窓

口
体
制
は
。

　
　
　
　

「
さ
わ
や
か
歯

　
　
　

科
検
診
」
（
歯
周

病
検
診
）
は
、
対
象
者
が

個
別
通
知
で
受
診
で
き
る
。

歯
周
病
予
防
は
癌
の
リ
ス

ク
を
下
げ
た
り
、
心
筋
梗

塞
や
動
脈
硬
化
症
な
ど
の

予
防
に
つ
な
が
る
。
検
診

を
望
め
ば
補
助
が
受
け
ら

れ
る
補
助
事
業
に
で
き
な

い
か
。

　
　
　

町
長

　
　
　
　
歯
周
病
検
診
は

令
和
2
年
か
ら
節
目
の
方

を
対
象
に
実
施
。
妊
婦
歯

科
検
診
も
令
和
3
年
か
ら

開
始
。
歯
科
保
健
対
策
は
、

検
診
の
み
な
ら
ず
、
育
児

相
談
や
介
護
予
防
教
室
で

も
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
相

談
や
教
室
を
実
施
。
必
要

性
を
勘
案
し
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　
　

受
診
率
は

　
　
　

健
康
推
進
課
長　

　
　
　
　

令
和
２
・
３
・

４
年
度
で
７
・
９
％
、

10
・
１
％
、
８
・
１
％
と

低
い
水
準
。
受
診
率
を
高

め
る
た
め
周
知
啓
発
活
動

に
努
め
る
。

　
　
　
　

中
学
校
の
制
服

　
　
　

も
ブ
レ
ザ
ー
に
統

一
さ
れ
る
が
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
は
と
て
も
早
く
、

大
き
め
に
買
っ
た
制
服
が
、

あ
っ
と
い
う
間
に
サ
イ
ズ

ア
ウ
ト
し
て
し
ま
い
、
そ

の
度
、
購
入
し
て
も
ら
っ

て
い
る
が
、
経
済
的
負
担

も
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観

点
か
ら
も
、
卒
業
時
に
制

服
等
、
不
要
に
な
っ
た
使

用
で
き
る
も
の
を
寄
附
し

て
い
た
だ
き
、
必
要
な
子

ど
も
に
シ
ェ
ア
で
き
る
仕

組
み
を
行
政
と
し
て
取
り

組
め
な
い
か
。

　
　
　

教
育
長
　

　
　
　
　

以
前
は
、
不
要

に
な
っ
た
制
服
を
寄
附
し

て
い
た
だ
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

主
体
で
、
必
要
な
保
護
者

に
対
し
て
渡
す
と
い
っ
た

こ
と
を
行
っ
て
い
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
蔓
延
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
ス
リ
ム
化
、
制
服

の
変
更
等
に
よ
り
、
こ
こ

３
年
間
は
寄
附
の
受
付
け
、

配
布
を
行
っ
て
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
ブ
レ
ザ
ー

の
制
服
は
決
し
て
安
く
な

く
、
価
格
も
数
万
円
す
る
。

体
が
大
き
く
な
れ
ば
買
い

換
え
る
必
要
性
が
あ
り
、

家
計
へ
の
経
済
的
負
担
も

大
き
い
も
の
で
あ
る
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
も
、

制
服
の
再
利
用
は
大
切
な

こ
と
で
あ
り
、
繰
り
返
し

着
用
す
る
こ
と
で
、
無
駄

な
廃
棄
や
焼
却
を
な
く
し
、

物
を
大
切
に
し
、
地
球
温

暖
化
対
策
に
つ
な
が
る
と

い
う
意
識
を
、
子
ど
も
た

ち
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
は

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
保

護
者
の
皆
様
の
協
力
の
も

と
、
不
要
と
な
っ
た
制
服

新しくなった当町
ホームページの
トップ画面

を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
、

必
要
な
子
ど
も
へ
の
シ
ェ

ア
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　

川
越
町
Ｐ
Ｒ
プ

　
　
　

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
、
現
在
、
川
越
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
Ｐ
Ｒ
動

画
や
マ
ッ
プ
ガ
イ
ド
等
を

作
成
し
て
い
る
が
、
ア
ク

セ
ス
状
況
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
若
い
人
た
ち
に
拡

散
し
や
す
い
イ
ン
ス
タ
や

テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
を
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

ア
ク
セ
ス
状
況

は
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
数
が
、

平
成
30
年
度
が
19
万
７
，

０
７
２
回
、
令
和
元
年
度

が
24
万
３
，
６
２
３
回
、

令
和
２
年
度
が
28
万
１
，

１
９
２
回
、
令
和
３
年
度

が
40
万
３
８
９
回
、
令
和

４
年
度
が
35
万
３
，
０
０

２
回
と
、
ア
ク
セ
ス
数
が

増
え
て
お
り
、
町
民
や
訪

問
者
が
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
積
極
的
に
利
用
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
数
値
は
、
町
が
提
供

す
る
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
関
心
が
反
映
さ
れ

て
お
り
、
町
民
の
利
便
性

向
上
や
情
報
の
発
信
に
役

立
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
こ
の
３
月
末
に

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
応

し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
利
便
性

が
高
い
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
し
て
情
報
を
発
信
し
て

い
く
。

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
テ

ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
を
活
用
に

つ
い
て
は
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に

活
用
す
る
と
考
え
る
と
、

町
内
に
は
写
真
映
え
す
る

よ
う
な
街
並
み
や
風
景
な

ど
が
少
な
く
当
町
に
と
っ

て
は
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
中

心
と
な
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
な
ど
を
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
が
難
し
く
、
適
し

て
い
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　

制服リユース制服リユース

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

令
和
３
年
４
月

に
子
ど
も
家
庭
課
を
設
置
。

子
育
て
世
帯
対
象
に
、
専

門
知
識
を
有
す
る
職
員
を

配
置
し
相
談
体
制
を
整
え

て
い
る
。
平
日
以
外
は
、

宿
日
直
を
介
し
て
対
応
。

　
　
　
　

近
所
の
方
か
ら

　
　
　

の
相
談
の
対
応
は
。

　
　
　

子
ど
も
家
庭
課
長

　
　
　
　
相
談
内
容
に
よ

り
、
継
続
的
な
面
談
や
訪

問
を
実
施
、
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
支
援
や
適
切
な
機

関
へ
の
対
応
。

　
　
　
　

支
援
制
度
や
情

　
　
　

報
を
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
か
ら
簡
単
に
知
れ

る
専
用
サ
イ
ト
の
開
設
は
。

　
　
　

子
ど
も
家
庭
課
長

　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の

閲
覧
に
も
対
応
。

　
必
要
と
す
る
支
援
制
度

等
を
よ
り
分
か
り
や
す
く

丁
寧
な
情
報
発
信
や
、
各

種
相
談
が
メ
ー
ル
等
で
も

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。

杉本雅照 議員

問問

問

問

再再

問

問

答

答 答

答答答

答

答答 再

寺本由美 議員
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　国会では2025年までに、女性立候補者を全体の35％とする努力目標を掲げました。
　現在川越町議会では、12名定数の内、女性議員は１名です。数値目標はないですが、次
期選挙に向けて女性の立候補者を増やすための活動を開始しました。それが「女性議員拡
大委員会」です。
　当委員会は、女性議員を中心に５名のメンバーで構成する委員会です。これまでに５回
の委員会を開催してきました。議会傍聴に来ていただきやすくするため、次回の６月議会
から議会開会日に無料で託児することを決めました。小さなお子様を庁舎4階でお預かりい
たします。ゆっくりと傍聴することが可能となりますので、６月５日（水）9時開会には、
ぜひ議場にお越しください。
　今後もこの取り組みを広報して、多くの方に議会へ関心をもっていただければ幸いで
す。　　
　※託児は申し込みが必要です。

１．条件　　　町内在住者に限る
２．定員　　　先着５名
３．締め切り　５月２８日（火）１７時

※託児をご希望の場合はご予約をお願いいたします。
  ご予約は右のQRコードからお願いいたします。⇒
※一般傍聴はこれまで通り予約無しでできます。

川越町議会だより令和６年５月１日発行19 川越町議会だより 令和６年５月１日発行 18

〇
議
案
の
あ
ら
ま
し

・
賛
否
が
分
か
れ
た
案
件
を
こ
の
よ

う
な
内
容
（
反
対
討
論
、
賛
成
討

論
）
で
開
示
し
て
い
る
こ
と
に
関

心
し
て
い
ま
す
。

・
「
最
終
日
に
〜
2
議
案
を
す
べ
て

原
案
可
決
し
た
「
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
「
議
案
66
号
を
除
い
て
原

案
可
決
」
と
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

⇒

次
ペ
ー
ジ
に
議
案
の
あ
ら
ま

し
・
議
決
結
果
を
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
れ
も
含
ん
で
の
原
案

可
決
で
す
。

・
付
託
先
に
決
算
特
別
委
員
会
は
実

際
に
は
付
託
さ
れ
て
お
ら
ず
消
去

す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

⇒

ご
指
摘
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

・
補
正
予
算
に
か
か
わ
る
事
業
を
予

算
特
別
委
員
会
の
付
託
先
に
し
な

い
理
由
は
。

⇒

予
算
特
別
委
員
会
は
新
年
度
予

算
を
審
査
す
る
委
員
会
で
、
予
算

が
承
認
さ
れ
て
執
行
さ
れ
て
い
る

　
年
度
内
で
は
、
常
任
委
員
会
で
の

審
査
と
な
り
ま
す
。

・
第
59
号
に
反
対
す
る
議
員
は
一
人

も
い
な
か
っ
た
の
で
す
か

⇒

掲
載
の
通
り
で
す
。

〇
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
・
（
モ
ニ
タ
ー
の
）
意
見
に
対
応

し
、
良
い
も
の
を
作
っ
て
い
く
と

い
う
と
こ
ろ
が
い
い
と
思
い
ま
し

た
。

〇
一
般
質
問

・
「
問
」
「
答
」
で
添
付
資
料
や

図
、
用
語
説
明
文
を
追
加
し
て
、

コ
ン
パ
ク
ト
に
わ
か
り
や
す
く
記

述
し
て
お
り
、
興
味
深
く
読
む
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

・
「
動
画
は
こ

ち
ら
」
の
表

示
は
よ
い
。

一般質問

長期断水時における水不足の
解消策は

     　
　

令
和
４
年
９
月

　
　
　

議
会
に
て
、
生
活

水
不
足
解
消
策
と
し
て
井

戸
水
の
利
用
や
き
れ
い
な

用
水
の
利
用
を
質
問
し
た

が
再
度
問
う
。

　

長
期
断
水
時
に
お
け
る

水
不
足
の
解
消
策
は
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

飲
用
水
、
生
活

用
水
と
も
に
充
足
し
て
い

る
。
井
戸
水
利
用
や
用
水

の
利
用
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　

豊
田
地
区
に
過

　
　
　

去
水
道
に
つ
か
っ

て
い
た
井
戸
が
の
こ
っ
て

い
る
が
。

　
　
　

上
下
水
道
課
長
　

　
　
　
　

災
害
時
の
状
況

に
よ
り
既
存
施
設
が
使
用

で
き
る
状
況
で
あ
れ
ば
生

活
用
水
な
ど
に
有
効
利
用

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

町
で
は
給
水
タ

　
　
　

ン
ク
を
一
基
保
有

し
て
い
る
が
も
う
一
基
増

給水車購入。応急給水体制の強化（町長）

防火水槽の
あり方は
補強が必要、措置を
検討する（町長）

国土交通省による道路
啓開計画があるが
国、県、市、町と連携、町独自の
策定予定はない（町長）

朝明配水場と埋縄
配水場の耐震性は
消防水利の在り方について
検討する（町長）

や
し
、
朝
明
川
を
挟
ん
で

南
部
、
北
部
で
利
用
し
て

は
。

　
　
　

上
下
水
道
課
長　

　
　
　
　

給
水
車
購
入
の

た
め
の
債
務
負
担
行
為
を

計
上
、
応
急
給
水
体
制
の

強
化
を
図
る
。

　
　
　
　

朝
明
配
水
場
と

　
　
　

埋
縄
配
水
場
の
耐

震
性
は
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

構
築
物
の
劣
化

調
査
は
問
題
な
い
。
地
質

調
査
は
朝
明
配
水
場
は
液

　
　
　
　

国
土
交
通
省
に

　
　
　

よ
る
「
道
路
啓
開

計
画
」
が
あ
る
が
県
や
当

町
に
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

当
町
で
は
国
道

一
号
か
ら
対
策
本
部
川
越

町
役
場
、
物
資
輸
送
拠
点

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
町
道

が
道
路
啓
開
優
先
ル
ー
ト
。

独
自
の
策
定
予
定
は
な
い
。

　
　
　
　

道
路
啓
開
計
画

　
　
　

訓
練
の
実
施
は
。

　
　
　

産
業
建
設
課
長
　

　
　
　
　

令
和
４
年
12
月
、

令
和
５
年
11
月
と
２
回
参

加
。
非
常
に
重
要
な
訓
練

で
あ
り
引
き
続
き
訓
練
に

参
加
す
る
。

　
　
　
　

輪
島
市
で
は
地

　
　
　

震
直
後
よ
り
火
災

が
発
生
。
断
水
の
た
め
消

火
栓
が
使
用
で
き
ず
倒
壊

し
た
建
物
や
ガ
レ
キ
が
山

積
み
と
な
り
防
火
水
槽
の

利
用
も
出
来
ず
初
期
消
火

の
遅
れ
と
な
っ
た
。
そ
こ

で
問
う
。

　

防
火
水
槽
の
周
囲
に
倒

壊
す
る
よ
う
な
建
物
が
存

在
し
て
な
い
か
。

ご意見
お待ち
しています

▼動画はこちら

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

倒
壊
し
た
と
し

て
も
吸
管
投
入
口
か
ら
離

れ
て
お
り
使
用
で
き
な
く

な
る
恐
れ
は
少
な
い
。

　
　
　
　

防
火
水
槽
の
数

　
　
　

は
充
足
と
い
え
る

の
か
。

　
　
　

町
長　

　
　
　
　

町
内
を
包
含
し

て
考
え
た
場
合
、
不
足
し

て
い
る
場
合
も
あ
り
消
防

水
利
の
在
り
方
に
つ
い
て

四
日
市
消
防
本
部
と
検
討

し
て
い
く
。

状
化
の
可
能
性
が
高
い
。

耐
震
性
の
判
定
と
し
て
タ

ン
ク
は
埋
縄
配
水
場
の
第

２
タ
ン
ク
と
共
に
補
強
が

必
要
。
調
査
結
果
を
基
に

必
要
な
措
置
を
検
討
す
る
。

問再再

問

問

問

問再 答答

答 答

答

答答

答

片山庄平 議員

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見

　
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
第
１
７
９
号
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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人ま の な元気ち

　
令
和
６
年
５
月
１
日
よ
り
、
川
越
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
拠
点
施
設
「
さ
さ
え
あ
い
」
が
供
用
開
始
と
な
り

ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
・
拡
充
・

推
進
を
目
的
と
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る

施
設
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
管
理
運
営
を
担
っ

て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
４
つ
の
原
則

が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。
一
つ
め
は
「
自
主
性
・

主
体
性
」
。
自
分
自
身
の
「
や
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う

気
持
ち
が
大
切
！　
二
つ
め
は「
社
会
性
・
連
帯
性
」。

様
々
な
課
題
の
解
決
の
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
考

え
、
そ
し
て
多
く
の
人
々
と
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
三
つ
め
に
「
無
償
性
・
無
給
性
」
。
活
動
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
出
会
い
や
発
見
、
喜
び
等
を
得
る

活
動
で
あ
り
、
個
人
的
な
利
益
や
報
酬
を
目
的
に
し
た

活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
四
つ
め
に
「
創
造
性
・
開
拓

性
・
先
駆
性
」
。
自
由
な
発
想
や
ア
イ
デ
ア
を
大
切
に

し
、
方
法
や
仕
組
み
を
考
え
、
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く

っ
て
い
く
活
動
で
す
。

　
そ
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
活
動
す
る
自

分
自
身
も
豊
か
に
し
て
く
れ
る
力
が
あ
り
ま
す
。　

　
「
さ
さ
え
あ
い
」
は
、
そ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
年
齢
・
障
が
い
の
有
無
・
国
籍
等
を

問
わ
ず
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
す
べ
て
の
方
に
愛
さ

れ
、
親
し
ま
れ
る
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

　

手
芸
好
き
が
集
ま

り
活
動
を
開
始
し
、

今
年
で
13
年
を
迎
え

ま
す
。

　

過
去
に
は
小
学
校

で
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
、
児
童
館
や

学
童
保
育
所
で
の
手

芸
教
室
、
最
近
で
は
ふ
れ
あ
い
祭
出
店
、

介
護
予
防
事
業
の
協
力
等
、
手
芸
を
通
じ

て
地
域
の
方
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
長
年
続
け
て
い
る
と
、
交
流
し
た
小

学
生
が
大
き
く
な
り
、
地
域
の
ス
ー
パ
ー

等
で
声
を
か
け
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
少
し
恥
ず
か
し
く
照
れ
ま
す
が
、
や

は
り
嬉
し
い
も
の
で
す
ね
。

　

自
宅
で
使
わ
な
く
な
っ
た
も
の
や
捨
て

れ
ば
ゴ
ミ
に
な
る
も
の
を
材
料
に
す
る
こ

と
も
多
く
、
財
布
は
も
ち
ろ
ん
環
境
に
も

優
し
い
活
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
好
き

な
こ
と
を
1
人
で
コ
ツ
コ
ツ
す
る
の
も
良

い
で
す
が
、
仲
間
と
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
の
中
で
共
に
行
う
楽
し
さ
も
多

く
あ
り
ま
す
。
生
涯
現
役
で
楽
し
ん
で
い

き
た
い
で
す
ね
。
ご
興
味
の
あ
る
方
、
手

仕
事
好
き
な
方
、
「
あ
つ
ま
れ
」

　
　
川
越
町
社
会
福
祉
協
議
会
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お 知 ら せ 令和６年 第２回 定例会予定

　議会を傍聴してみませんか。６月議会開催日に
は託児の用意があります。また、本会議当日は、
役場１階ロビーのテレビにて、議会の模様をライ
ブ配信しています。
　町ホームページから、過去の会議録（本会議の
み）と録画映像を見ることが出来ます。
　議員の一般質問はそれぞれのQRコードからもご
覧になれます。
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ラ
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ハ
ン
ド
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活
動
拠
点
施
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「
さ
さ
え
あ
い
」

　
こ
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
4
回
目
の
議
会
だ
よ
り

の
発
行
に
な
り
ま
す
。
第
１
回
の
発
行
時
に
「
議
会

の
ヤ
ル
気
！
」
と
題
し
て
８
項
目
の
目
標
を
立
て
ま

し
た
（
議
会
だ
よ
り
№
1
7
7
参
照
）
皆
さ
ん
の
評

価
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
議
会
だ
よ
り
も
レ
イ
ア
ウ
ト
、
掲
載
表
現
、
内
容

等
を
が
ら
り
と
変
更
し
た
い
と
奮
闘
し
て
い
ま
す
が

…
な
か
な
か
1
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
で
い
ま
す
。
研

修
に
行
っ
た
り
、
模
索
の
連
続
で
す
。

　
今
年
度
予
算
が
始
ま
り
ま
し
た
。
5
月
か
ら
は
新

し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
が
供
用
開
始
さ
れ
ま

す
。
中
学
校
は
9
月
か
ら
仮
校
舎
で
の
授
業
が
始
ま

り
ま
す
。
川
越
町
は
動
い
て
い
ま
す
。

　
「
議
会
の
ヤ
ル
気
！
」
を
う
ま
く
お
伝
え
で
き
る

よ
う
に
委
員
一
同
、
汗
を
か
い
て
頑
張
り
ま
す
。
ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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